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38

好みのひもやビーズを使って、オリジナルの携帯スト
ラップを作ってみましょう。仕上がりが美しい「ダイ
ヤモンドノット」という飾り結びを使います。

●携帯ストラップの材料
・皮ひもなど好みのひも
（太さ1mm程度）…40cm
・ビーズやストーンなどの飾り

ひもの途中に輪を作り、Aを元のひも
の後ろに通す。1

Aを矢印のように通す。2 結び目の中心にひし形（ピンクの
部分）ができる。3

輪に飾りを通す場合は、1の時点で、
Aからビーズなどを通しておきま
しょう。このとき、2の工程で、輪
の部分に飾りがくるように注意して
ください。
端に飾りをつける場合は、5の後に
端にビーズなどを通します（右図）。
飾りを通したら、抜け落ちないよう
に、「止め結び」や P.32 の「ドア
プレートを吊るす」に登場した方法
でこぶを作りましょう。

飾りの入れ方

中心にできたひし形に Aを下か
ら通す。その後、Ｂも下からひし
形に通す。

4 形を整えながら結び目を引き締
めて完成。5

青で囲った部分
が、ストラップの
輪の部分になる。

A

A

後ろを通す

輪を作る

結び目のひも
の下・上・下
の順に通す

中心にひし形が
できる

両端を下から
ひし形に通す

ダイヤモン
ドのような
形になる。

結びの+1

PLUS
1

A

B

完成！
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好みのひもやビーズを使って、オリジナルの携帯スト
ラップを作ってみましょう。仕上がりが美しい「ダイ
ヤモンドノット」という飾り結びを使います。

●携帯ストラップの材料
・皮ひもなど好みのひも
（太さ1mm程度）…40cm
・ビーズやストーンなどの飾り

ひもの途中に輪を作り、Aを輪に通し、
さらに元のひもの後ろを通す。1

Aを矢印のように通す。2 結び目の中心にひし形（ピンクの
部分）ができる。3

輪に飾りを通す場合は、1の時点で、
Aからビーズなどを通しておきま
しょう。このとき、2の工程で、輪
の部分に飾りがくるように注意して
ください。
端に飾りをつける場合は、5の後に
端にビーズなどを通します（右図）。
飾りを通したら、抜け落ちないよう
に、「止め結び」や P.32 の「ドア
プレートを吊るす」に登場した方法
でこぶを作りましょう。

飾りの入れ方

中心にできたひし形に Aを下か
ら通す。同じく、Ｂも下から通す。4 形を整えながら結び目を引き締

めて完成。5

青で囲った部分
が、ストラップの
輪の部分になる。
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好みのひもやビーズを使って、オリジナルの携帯スト
ラップを作ってみましょう。仕上がりが美しい「ダイ
ヤモンドノット」という飾り結びを使います。

●携帯ストラップの材料
・皮ひもなど好みのひも
（太さ1mm程度）…40cm
・ビーズやストーンなどの飾り

ひもの途中に輪を作り、Aを元のひも
の後ろに通す。1

Aを矢印のように通す。2 結び目の中心にひし形（ピンクの
部分）ができる。3

輪に飾りを通す場合は、1の時点で、
Aからビーズなどを通しておきま
しょう。このとき、2の工程で、輪
の部分に飾りがくるように注意して
ください。
端に飾りをつける場合は、5の後に
端にビーズなどを通します（右図）。
飾りを通したら、抜け落ちないよう
に、「止め結び」や P.32 の「ドア
プレートを吊るす」に登場した方法
でこぶを作りましょう。

飾りの入れ方

中心にできたひし形に Aを下か
ら通す。その後、Ｂも下からひし
形に通す。

4 形を整えながら結び目を引き締
めて完成。5

青で囲った部分
が、ストラップの
輪の部分になる。
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好みのひもやビーズを使って、オリジナルの携帯スト
ラップを作ってみましょう。仕上がりが美しい「ダイ
ヤモンドノット」という飾り結びを使います。

●携帯ストラップの材料
・皮ひもなど好みのひも
（太さ1mm程度）…40cm
・ビーズやストーンなどの飾り

ひもの途中に輪を作り、Aを輪に通し、
さらに元のひもの後ろを通す。1

Aを矢印のように通す。2 結び目の中心にひし形（ピンクの
部分）ができる。3

輪に飾りを通す場合は、1の時点で、
Aからビーズなどを通しておきま
しょう。このとき、2の工程で、輪
の部分に飾りがくるように注意して
ください。
端に飾りをつける場合は、5の後に
端にビーズなどを通します（右図）。
飾りを通したら、抜け落ちないよう
に、「止め結び」や P.32 の「ドア
プレートを吊るす」に登場した方法
でこぶを作りましょう。

飾りの入れ方

中心にできたひし形に Aを下か
ら通す。同じく、Ｂも下から通す。4 形を整えながら結び目を引き締

めて完成。5

青で囲った部分
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